
  

湯
田　
　

哲　

議
員

　

税
務
課
で
は

　

毎
月
、
最
終

日
曜
日
の
午
前
中
に
休
日

納
税
相
談
窓
口
を
開
い
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
事
前
の
約

束
納
付
、
来
庁
を
要
請
し

た
滞
納
者
か
ら
の
徴
収
お

よ
び
納
税
指
導
が
中
心
で

し
た
が
、
今
後
は
、
よ
り

広
く
周
知
し
、
平
日
の
納

付
が
困
難
な
方
の
納
付
機

会
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
や

　

町
民
税
の
納
付

を
、
現
行
の
４
期
納
付
に

加
え
、
毎
月
納
付
の
均
等

支
払
い
を
導
入
す
る
考
え

は
。

　

こ
れ
ま
で
、

　

針
生
小
学
校

施
設
利
用
検
討
委
員
会
や

役
場
庁
内
検
討
会
で
協
議

し
、
集
会
施
設
や
駒
止
湿

原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、

　

針
生
小
学
校
の

　

利
活
用
は
、
こ

れ
ま
で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
施
設
利
活
用
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ

る
た
め
計
画
が
止
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

耐
震
診
断
結
果
と
今
後

の
利
活
用
の
方
針
は
。

町政を問う
一般質問

　

施
政
方
針
で
、

　
「
町
税
な
ど
の

収
納
率
を
向
上
さ
せ
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
納
税
者

が
直
接
窓
口
払
い
す
る
と

き
の
、
土
・
日
の
役
場
会

計
窓
口
の
対
応
は
。

町 民 が 納 税 し や す い 体 制 づ く り を

針
生
小
学
校
の
利
活
用
は

町
長

問

町長＝納付機会の拡大に努める

問

町
長
＝
針
生
地
区
の
意
向
を
尊
重
し
検
討

町
長

　

特
別
な
事
情

　

に
よ
り
納
付

が
困
難
な
方
に
は
個
別
に

相
談
い
た
だ
き
、
分
割
納

付
を
了
承
し
て
い
ま
す
。

問

町
長

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
各
集
落
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
共
同
浴
場
を

　
・
起
業
家
が
育
つ
環
境
づ
く
り
を

災
害
に
備
え
た
備
蓄
倉
庫

な
ど
の
計
画
案
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
決
定
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
に

実
施
し
た
耐
震
診
断
で

は
、
構
造
体
新
指
標
Is
値

が
最
小
０
．
２
１
、
耐
震

性
能
ラ
ン
ク
は
最
低
の
Ｄ

ラ
ン
ク
で
、
耐
震
補
強
工

事
が
必
要
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
検
討
委
員
会
に

よ
る
検
討
結
果
や
針
生
地

区
の
意
向
を
尊
重
し
、
利

活
用
方
針
を
決
定
し
ま

す
。
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第 32 号　平成 26 年 4 月 23 日発行
9

みなみあいづ

議会だより


